





































　 3.AReferring　Function「指示機 能」一 こ とばの本 質 か ら学 ぶ授 業 の基
　　　本
IV.基本 習得 期 におけ る導 入 の基 本
　 1.実 物 提示 、実 際 の場 の演示 、絵 図 の提示
　　　The　Cone　of　Experience「経験 の 円錐 」
　 2.日 本語 の排 除
　　　① 「訳 す」作 業 　 　② 日本語 を介す る授業 のMerits　and　Demerits
V.基 本 習得 期 におけ る授 業 の仕 方
　 1.英 語が伝 達 の道具 で ある こ とを実感 させ る仕 方
　 2.Sentence　Structureを飽 きさせ ず に、 繰 り返 し練習 させ る仕方
　 3.級 友 の 自発 的発言 を正 しく聴取 で きてい るかチ ェ ックす る仕 方
　 4.日 本語 の助 け を不 要 にす る教 材 配列 の仕 方
V1.基本 習得 期の授 業 を成 就 させ る条件
　 1.1ク ラス の学 習者 数
　 2.1週 の授 業 回数
　 3.授 業準備 時 間の確保
W.基 本 習得 期 の教 材 に相 応 しい語彙:BASIC　English　byC.　K.　Ogden
　 1.BASIC　English誕生 の契機 と考案 の基盤
　 2.BASIC　English　Word　List
　 3.BASIC　English、850語選 定 の 具 体 的 基 準 　 　BASIC　Englishは「基
　　　本 英語 」
　 4.Panoptic　Eli血nator(贅語排 除・器)
　 5.「動 詞」 の排 除　　BASIC　Englishには 「動 詞」 が ない
　 6.語 彙 の拡張
　 7.BASIC　Englishから作 られ るメ タフ ァー
　 8.H.　E.　PalmerのSimple　EnglishとBASIC　English





　英語の指導で最 も大切 なことは、初期の段 階で基本 をきちん と習得 させ
ることである。 ことばの基本 は何か?英 語 の基本 は何か?授 業の基本 はな
にか?
　学校 は、基本 を教 えることに尽 きるのではないか。充実 した基本は、 自
ら創意ある応用 に通 じる。初期 の英語学習 とは、正 に英語の基本の習得期
を意味す る。
　本稿 は基 本的 に、Ｉ.A.　Richards(1893～1979)の言 語観 に基づ き、 日本












*LA.　Richards:「初 期言 語 指 導 の 原則(に 関する要旨)」
　 　 NOTES　 ON　PRINCIPLES　OF　BEGINNING　 LANGUAGE　 INSTRUCTION
　 　 Prepared　by　I.　A.　Richards　for　a　UNESCO　 conference　inParis　on　June　19,1947
　 From　I.　A.　Richards(1968}Design　for　Escape,　pp.125-127
1.私 たち は、新 しい文 また は文 の要素 につ い て、 そ れが場 の 中で どの よ
　　うに適用 され てい るか を、見 る こ とに よって学 ぶ。
2.教 え る時 に は、文 と場 を一緒 に して、見 えるかた ちで提 示 す る。
3.以 下 、文[sENTENcE]がそ の意 味 を与 え る場[slTuArIoN]と結 びつ い
　　た この構 成 単位 を、SEN-SITとい う略語 で表す 。
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4.言 語 の効 果 的指 導 は、SEN-SITsを工 夫 して作 り出 し、配 列 し、提 示
　　し、 テ ス トす る こ とで成 り立 つ。
5。各言語 と も、SEN-SITsの配列 には理想 的 な順序 が あ る。





各SEN-SITの曖 昧 さは、 配列順 序 のその場所 で、 最小 限で あ る。
各SEN--SITが、 これか ら学 ぶSEN-SITsの準 備 になる。
各SEN-SITが、 あ とに続 くSEN-SITSによっ て確 か にな る。
新 しいSEN-SITsによって既 習 のSEN-SITsが乱 され るの は、最小
限 であ る。
7.指 導過程 での一つ ひとつの段 階が、それ以外 の全ての段階 と相互に支
　　え合 う有機的な順序だては、段階づけ(GRADING)によって達成 さ
　　れる。段 階づけとい うのは、つま り、その順序だての中での部分相互
　　の関係 とい う質の問題であって、毎 日の授業の中で教 えられる単語の
　　数などといった量の問題ではない。
8.文 の構造が、わか り易い場 の構造 と対応 していれば、そのSEN-SITは
　　明瞭であるといえる。
9.良 い段階づ けは、 まず、で きるだけ少 ない要素 を持 ち、で きるだけ明
　　瞭なSEN-SITsを使 って始まる。
10.学習者 には、文の構造 は、その要素が場の要素 に対応す る変化 の仕方
　　か ら分かる ように見 える。構造 とい うの は、た とえ、変 数[可変要素]




11.変数[可 変要素]を い ろい ろ変 えて、構 造 を教 え る時 に選 ぶ語 は、広 い
　 　範 囲で役 に立つ語 が よい。
12.役に立 つ語:
　 　a)学 習者 が、自分 の知識 をで きるだ け速 やか に広 い範 囲で使 う(use)
　 　　　 こ とが で きる語 。
　 　b)次 の指導 の ため に、最 もよい準備 にな る語。
　 　c)　その語 の助 けで、他 の役 に立つ語 が説 明で きる語。
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13.英語 で、最 も役 に立つ(概 して、最 も使用 頻度 が高 い)語:
　 　a)　Basic　English　Word　Listの最初 の欄 にあ る機 能語 。
　 　b)最 も実 証 で きる(絵に描 け る)、身近 で一般 的 な物事 を表す語 と、
　 　　　 そ の性 質 を表す語 。
14.これ らの語 の中 で、最 も明瞭 なSEN-SITsを作 り出す語 を最 初 に使 う
　 　 のが よい。
15.肯定 文の語順 が確 実 に身 につ くまで は、疑 問文 を教 えるの は延 期す る
　 　方が 賢明 の よ うであ る。
16.学習 者 は、 この よ うな一連 のSEN-SITsを通 して 学習 を進 め て行 く時
　 　 に、 そ のSEN-SITsの要素 と構 造 を練習 しなけれ ば な らない。 しか し、
　 　そ の練 習 は、単純 な繰 り返 しで はな く、 い ろい ろに変 わ る構 造 の中で
　 　既 習 の要素 を使 った り、 変化 した要素 で同 じ構 造 を使 い なが ら、新 し
　 　 いSEN-SITsを実 際 に体験 す る練 習 で なけれ ば な らない。
17.この よ うな段 階づ けで 、母語 の助 け を借 りる必要 はな くなる。母語 に
　 　頼 る と、次 の ような こ とが起 こるので、避 けるべ きであ る。
　 　a)　母語 の構 文(Constructions)の干 渉 が起 こ る。 これ が非 文 法 的 言
　 　　　語(broken　language)を使 わせ る最 も根本 的な原 因 になってい る。
　 　b)　母語 の音 素(Phonemes)の干 渉 が起 こ る。 これ が 誤 っ た発 音 を
　 　　　 させ る根 源 になってい る。
　 　c)SEN-SITSの代 わ り、即 ち、文 が そ の 対 応 す る場[意味]と結 び つ
　 　　　 く代 わ りに、 母語 がそ れ に対応 す る新 しい言語 と結 びつ く。 その
　 　　　結 果 は必 然 的 に、[母語で考えることになるので、]「新 しい言 語 で 考 え
　 　　　 るこ と」 はで きない。 しか し、[母語に頼らず、SEN-SITsによる学習をすれ
　 　　　 ば、]「新 しい言語 で考 える こ と」 は、最初 か ら可能 であ る。
18.翻訳 とい う作 業 は、言語 学習 のず っ と後 の段 階 で は望 ま しい練 習 であ
　 　 るが 、初心者 に とっては混乱 と徒 労 の原 因 にな る。段 階づ け され た提
　 　示 は　 　正 し く整 え られ た配列 順序 のSEN-SITを展 開す る こ とで
　 　 「相 当語句 」 と母語 に よる説明 をまった く不要 にす る ことが で きる。




「こ と ば の 働 き」 に は 次 の3点 が 考 え ら れ る 。
　 1.そ の こ と ば の 意 味(指 示物)は 何 か を 考 え る 。　 思考 ・指示的言語使用。
　 　 　 (Reference}
　 2.物 事(情 報)や 、 考 え 偲 考)や 、 気 持 ち(感 情)を 伝 え る 。　 　 目的 ・伝 達
　 　 　 的言語使 用。(Communication)
　 3.共 感 、 好 意 、 社 交 的 な 雰 囲 気 を 伝 え る 。 一 社 交 ・交感 的言語 使用 。(Phati・
　 　 Communion)
　そ して、英語の基本習得期 に、少ない時間でで きるだけ効率 よ く指導す
るためには、① 「思考 ・指示的言語使用」 ② 「目的 ・伝 達的言語使用J③
「社交 ・交感的言語使用」の順番が よい。
*思考 ・指示的言語使用、即 ち、我 々はことば と、 自分が過去に聞いた り
　読んだ りした記号的経験や、実際に見た り体験 した ことなどとを脳内で
　照合す る。そ して、その記号的経験 と過去の体験の指示 に基づいて自分
　の考えを創造 し、 ことばと行動で表現する。あるいは何 もしないで頭の
　中に仕舞 い込む。 このようないずれの場合 において も、 ことばの果たす
　主な役割 は、 ことばと物事 との照合、即 ち、その指示性(Refer血g)に
　ある。
*目的 ・伝達的言語使用、即 ち、相手に物事や考えや気持 ちを伝 える道具
　 としての ことばには、それが何であるのか、指示物 を明 らかにする必要
　がある。 ここでのことばの主要 な働 きも指示性 にあるといえる。
*た だ、社交 ・交感的言語使用、即 ち、「どち らへ?」「ち ょっとそ こまで。」
　 といった円滑 な人間関係の保持 を目的とす ることばには明確 な照合 を必
　要 としない。
　従 って、英語の基本習得期 には、いわゆる挨拶英語(社交・交感的言語)の
暗記 に先立 って、英語が指示する物事 を明確 に捉 え、明瞭 に伝 える指示性
を重視 した指導が行われるべ きである。 なお、指示物 は基本的に実物 ・実
際、 また はイメージ(pictures　in　the　mind)であ り、 ときに具体 的 に指 し
示すことので きない虚構 である。
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　 しか し、虚構 は、① その 内容 を分解 して抽象 度 を下 ろ した り、② 身近 な
具体 例 を挙 げ る な どす れ ば、指 示 が可 能 に な る。例 え ば、①animarは指
示 で きない が、分 解 す れ ば、`dog'や`cat'とな って、指 示 で きる。②`love'
の場 合 は、テ レビな どで騒 がれ てい るA,Bの二 人が いた ら、　A　andBarein
Iove　with　one　another/each　other.として、具 体例 の形 で示 す こ とがで きる。
`love'は外在 的に は見 え ないが、脳 内で 一人 ひ と りが そ れぞ れ の イメ ー ジ
と して指示 す るこ とがで きる。
1.本 題設定の意図
①　現在の 日本では中学 ・高校 までほ とんど全員が就学 し、その多 くが外
　　国語 として英語 を選択 している。 さらに、大学 まで進学 し、膨大な時
　　 間とお金 と労力 を費や しなが らも、 ご くわずかの者 しか、英語 を普通
　　 に使 うことがで きない。消費 した時 間と経済 と若者のエネルギーを考
　　 えると、個人一人 ひとりは言 うに及 ばず、 日本国 としても大変な無駄
　　遣いであ り、本当に、 もったいない。
② もはや国境 は崩れつつある。世界の様 々な国の人々が 日本で働 くよう
　　 になるのをいつ まで も拒否す ることはで きない。英語 を、かつての侵
　　略の道具 と考 えず、地球人のauxiliary　l nguageと考 えて、誰 で も、 自
　　分の能力 に応 じて、それな りに使 えるようにしてお きたい。
③ 世界の現実 を見れば、英語 は 「イギリス語」や 「アメ リカ語」 か ら離
　　れた存在 になっている。英語の母語話者 も、いま自分が使っている英
　　語 は、異 なる文化 の人たちに理解 して貰えているのか省みて、「世界
　　通用語 としての英語」 を勉強 して貰いたい。
　以上の ことを前提 に して、 この不毛 な現状 を抜 け出す ときのネ ックは、
英語 と日本語の差異の大 きさである。それは、 日本語→英語 に限 らず、英
語→ 日本語の場合 も同様である。差異 についての詳細な記述 は省略 し、項
目のみ を概観 しても、 日本語の母語話者が英語 を学ぶ時の しん どさ、大変
さを納得することがで きる。
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1.英 語 と 日本語 の差 異
　　　「言語的距離を どうやって具体 的に測 るか は難 しい問題ですが、た
　　とえば、パ ラメー タの値が逆 になっている度合 いが高ければ、類似度
　　は低 い といえましょう。 これ以外 に も、 もちろん、発音(音 素)の 類
　 似度、単語の意味の類似度、社会性 の表現(た とえば、敬語)な ど、
　 類似度を決める要素 はいろいろあ りますが、 これ らもろ もろを考慮す
　　ると、 日本語 と英語 との距離はかな り大 きく、むろん、英語 と ドイツ
　　語のような広 い意味でイ ンド ・ヨーロッパ語族同士の場合 とは比べ も
　　の にな りません。 日本人 は英語が下手 だとよくいわれ、 自分で もそ う
　　信 じ込むせいか、ネ ット経済 に立 ち後れ るとか、はては英語第二公用
　　語論 まで飛 び出す昨今ですが、距離の大 きさを考 えれば、ある程度 ま
　　では当然なことです。距離が遠ければ、二言語 は共存 しに くいので、
　　併用の場合はことに負担が大 きいと考えねばな りません。」
　　　　　　　　　　 藤永保(2001)「ことばはどこで育つか」大修館書店,p.194
① 言語 的距 離(異言語族)
　　 英語 と日本 語 とは異系列 の語 族 とい う言語 的 に大 きな隔 た りが あ る。
　 英語 と同属 の イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 語 の、 ゲル マ ン系(オ ランダ、ドイツ、スウ
　 ェーデンなど)やロマ ンス系(フランス、スペインなど)の言 語 と違 い、 日本 語 と
　 英 語 とは言語 的距離 が非常 に大 きい。
② 文化 的差 異(High　C・ntext・L・w　C・nt・xt)
　　 コミュニケー シ ョンに際 して は、伝 達が こ とば に大 き く依存 す るLow
　 Contextの欧米 とは対 照 的 に、 日本 はHigh　Contextの文化 、即 ち、 こ とば
　 を使 う伝 達 よ りも周 辺、周 囲、前 後 の状 況 ・場 面 の判 断 に よって理解 す
　 る、 いわ ゆる 「察す る文化」 に価値 を置 く。
③ 被植 民地 経験 と 自覚 的動機
　　 シ ンガポールや フィ リピ ンな どと異 な り、歴 史 的 に 日本 は英 米 に よる
　 被植 民地 経験 が ないの で英 語 との接 触 が浅 い。
「日本では学校の 『英語の時間』の外部の環境 において　　 学校で も、
家庭で も、社会で も、TVでも　　 子供の生活は英語 を必要 としない。
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　　 したがってそれを習 う自覚的動機 は弱い。」
　　　　　　　　　　　　　　　 (加藤周一,朝日新聞・夕刊,2006年4月19日)
④ 周波 数領域
　　 世界 の各 言語 は、 それぞ れ音 の周 波数領 域 を持 ってい る。 日本 語が低
　 周波 言語(125hertz～1,500hertz)であ るの に対 して、英語 は高周波 言語
　 (2,000hertz～12,000hertz)なので、 日本 語母語 話者 に とって英語 は 聞 き
　 取 りに くい。周 波数が 大 き く異 な る音 は聞 き取 りに く く、 意味 を持 た な
　 い音 、す なわち、雑音 となって耳 に入 る。 フラ ンス人 に とって も、 日本
　 人 ほ どで はな くて も、 英語 を苦手 にす る人 の多 い こ とが分 か る。 英語 で
　 話 しか け られ る と無視 す るの は、 ここに も理 由が あ るの か もしれ ない。
　　 一方 、 ロ シア語 は、125hertzから12,000hertzまで の全 て の音 域 を カバ
　 ー してい る言語 なので、 ロ シア人 に とって英語 は聞 き取 り易 い。
　 *米 語 周 波 数 領 域 　 　 　 　 1,000～3,800hertz
　 *フ ラ ンス 語 周 波 数 領 域 　 　 125～約400hertz;約1,000～2,000hertz
　 *ド イ ツ語 周 波 数 領 域 　 　 　 125～3,000hertz
　 *イ タ リ ア語 周 波 数 領 域 　 2,000～4,000hertz
　 *ス ペ イ ン語 周 波 数 領 域 　 　 125～　 500hertz:1,500～約2,500hertz
　 *ロ シ ア語 周 波 数 領 域 　 　 　 125～12,000hertz
　cf.乳・幼 児(0歳 ～6歳)の 聴 取 可 能 周 波 数 領 域:16～16,000hertz
　 　 　村瀬邦子(1996)「トマティス流　最強の外 国語学習法」 日本実業出版社,p.81
　 　 　 (Hz)　125　　250　　soo　　10◎0　1500　20◎0　　3000　　4000　　重20QO
● 藁 講 　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 一(←一 闘■一 一 ■■一 一齢・引b-
● 米:語　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　一(巨一一幽 一 顧一 蜘一繭■嘲闘ウレー
■:フラ ン ス 語 一 一　　　　 一一
● ドイ ツ濯昌
● イ タ リア題





　 こ こで、幼児 の聴取 可能周 波数(16～16,000herts)から推察 す る と、 こ
の時期 の聴覚 主導 の外 国語教 育 には、自然 な合理性 が あ る ように思 わ れ る。
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⑤脳 の違 い
　脳研 究で は門外 漢 の私 が注 目したい箇 所 は、次 の点 であ る。
*日 本語 母語話 者 と非 日本 語母 語話 者 との脳 の機 能が著 し く違 う。
　　　　　角田忠信 ・田中靖政 ・大森荘蔵 ・沢田允茂(1986)「言語 ・意識 ・生活」共立出版
*英 語 が、 日本語母 語話 者 の左右 の脳機 能 のバ ラ ンス を崩 して正常 な働 き
　 を阻害す る。　　　　 角田忠信(1981)「右脳と左脳一その機能と文化の異質性」小学館
*第 二言 語 の学習 能力 と一般 的 な知 的能力 とは、 そ れぞれ独 立 した もので
　 あ る。 つ ま り、両 能力 は関係 ない。
　　 N.スミス&1、M.ツィンプリ(1999)「言語学習と心のモジュール性　ある言語天才

















　 前 頁 の絵 図で、 日本語 を母語 とす る人 と、 日本 語以外 の言語 を母語 とす
る人 の脳 の機 能 に、大 きな相違 が あ るの は一 目瞭然 であ る。 日本語母 語話
者 の脳 で は、 数多 くの機 能が左脳 に偏 ってい る。 つ ま り、左 脳 が理性 と感
性 と自然 とを合体 させ て働 くのが わか る。
　 この脳 に英 語 が入 る と、普段 、音 楽 脳(右 脳)優 位 に処 理 され て い るオ
ーデ ィオメ ー ター の純 音や西 洋楽 器 の音 とい った非 言語 音 まで も、言語 脳
(左脳)に移 って くる。 す る と、左 脳 が超 過密 に なる結 果、脳 の生理 機構 が
崩 れ て、右脳 の はた らきが抑 制 され るため に、右脳 が本 来機能 してい る直
観 や創 造力 が働 か な くなって しま う。左 右 の脳 がバ ラ ンス よ く働 くこ とに
よっ て初 め て、右 脳 が働 き、発言 の根 源 にな るアイデ ィア も湧 い て、 思考
が構 築 され るので あ る。例 えば、英 語 を使 う会 議 で、母 語の 日本 語 で は能
弁 な人 に起 こる ダ ンマ リは、 この結 果 であ る と推測 され る。
　 この よ うに 日本 語母語 話者 に とって英 語が 難 しい原 因の一つ は、両言 語
の相 違が著 し く違 うため に、英語 を聴 くと脳機構 がバ ラ ンス を欠 き、不 適
応症 状が起 きる こ と。 そ の結 果、右 脳 の機能 が抑制 されて、直観 が働 か な




　　 角田忠信 ・田中靖政 ・大森荘蔵 ・沢田允茂(1986)「言語 ・意識 ・生活」共立出版,p.25
⑥ 英 語母語 話者 が 、他 言語習 得 と 日本語 習得 に要 す る時間 の差異
　　 大谷泰 照氏 が、英語 の母 語話者 で 日本語 な ど複 数の言語 の学 習経験 者
　 106人を対 象 に した調査 に よ る と、彼 らに とって の言 語 的距 離 は、 フラ
　 ンス語 習得 に要 す る時 間 を1と すれ ば、 ロ シア語3～4倍 、 中国語6～
　 7倍、 日本語10倍とい う結 果が 出 た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 (大谷泰照,朝日新聞・夕刊,2004年10月23日)
⑦ その他 の問題 　 　言諭 蔓得の臨界期(・ritical　p・d・d)/敏感期(・en・itiv・p・・ ・d)
　　 これは 日本語 で は な く、 イ タ リア語 、 タイ語、 スペ イ ン語、 ス ウ ェー
　 デ ン語、 ドイ ツ語、 フ ラ ンス語、 ノル ウェー語、 ヘ ブ ライ語 の第二言 語
　 使用 者 の音 韻体系 と言語習 得 の臨界期 の研 究で あ るが、 一般論 として、
　 思 春期 を過 ぎて第二 言語 を習得 した人の ほ とん どは、 文法 能力 と語彙 知
　 識 で はか な りの程 度 まで習得 で きるか もしれ ないが、少 な くて も発音 に
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お い て は 「な ま り」 が 出 る 。 即 ち 、 思 春 期 を 過 ぎ て か ら 母 語 話 者 な み の
言 語 能 力 を 習 得 し た 人 の 例 は 少 し し か な い 。
　 LK.オ ブラー&Kジ ュァロー(2002)「言語 と脳一 神 経 言 語 学 入 門」(岩 林 茂 則 ・割 田杏
　 子 共 訳)新 曜 社,pp.99～101,189～216;L.　K.　Obler　and　K.　Gjerlow(1999)Language　d
　 the　Brain,　Cambridge　University　Press
　藤永保氏 に拠れば、 レネバーグの小児失語症の研究か ら推測 される言語
獲得 臨界期 は12,3歳であるが、研 究の前提が正常児の言語獲得過程 を正
面か ら捉 えているのではない。言語生得説 につなが り易い臨界期 といった
単純 な仮説で言語獲得 を理解 しようとする無理がある。
　　　　　　 藤永保(2001)「ことばはどこで育つか」大修館書店,pp.196,198,228
　 また、 は っ き りわか った こ ととして、 第二言語 の学習 能力 は他 の一般 的
な知 的能力 か らは独 立 した もので あ る とい う事 例 も発表 されてい て、英語
不 得手 な 日本 人 に とって はホ ッ　 .__.息つ け る。即 ち、指 導 の仕 方 と学 習環
境 の整備 をすれ ば、 日本語 を母 語 と して育 つ学習者 に も光明が見 えて くる
とい うこ とであ る。
　 　 L.K.オブラー&K.ジュァロー(2002)「言語と脳一神経言語学入門」(岩林茂則 ・割田杏
　 　 子共訳)新曜社,pp.206～207
2.「学校 英 語 」 の 限界 と基 本 の 習得
　 先ず 、 日本語 を母 語 とす る者 が英語学 習 に際 して、上述 の ように非常 に
大 きな負荷 を背 負 ってい る事 実 を強 く認識 しなけれ ばな らない。 次 に、英
語 が一 部のエ リー トの ためだ けで はな く、 中学 か ら高校 まで のほ とん ど全
員 に対 して指導 されて い るこ と。 そ して、1週5授 業 時 間程 度 を当 て、多
くの場合 、 日本 語 を仲 介 した知識 重視 の授 業 が行 われて い る現実 が あ る。
　 と こ ろ で、仮 に1週5授 業 時 間(50分×5回一250分)として も、1週 間 に
英 語 に接 す る時 間 は英語 国滞 在1日 の1/3(1日 の睡眠時間8時間を引いて、
24-8-16時間一960分)にも相 当 しない。1年 間で も、10日(年間35週として、250
×35-8,750分8,750÷960≒9日)に満 たない。 その他 に も数 々の悪 条件 の下 に
あって、 「学校 英語」 で で きる こ とは極 め て限 られてい る。
　 それ は、 唯一・、英語 の基本 の完壁 な習得 を 目指すべ きであ る。 この一事
さえ成就 させ てお けば、将来 、各 自が仕事 で接 す る英語 を正 し く理解 し、
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短期 に習熟で きる。また、英語国で体験する実際の英語習得 も容易にな り、
進歩 も速 まる。当然のことなが ら、仕事 に直接役立ち、学業では興味の発
見に役立つであろ う。
　従 って、基本習得期 にはことばの本質的観点か ら、 どの ような 目標 を掲
げ、 どの ような言語観に則 り、 どのように教材 を扱 い、 どのような方法で
教 えた ら、学習者は 自分のことば としての英語 を習得で きるか、その授業
を成就 させ るための条件 は何 か、 さらに、 どの ような英語 を学習 した らよ
いか、等 々 「英語の基本 を教 えるための、授業の基本」 はどうあるべ きか




1.身近 な事柄 ・状況 と、自分の知識 ・体験 を手持 ちの英語で口述で きる。
2.い ま口述 した事 を、基本 を守って、間違えずに手持 ちの英語で書ける。
3.自分の語彙の範囲で話 された英語 なら、日本語 に直 さず に理解で きる。
4.自 分の語彙の範囲で書かれた文章 なら、日本語 に訳 さず に理解で きる。
*手持 ちの英語:意 味(referent)と用 法(usage)が、 日本語の助 けを
借 りずに理解でき、 自分の ことばとして母語同様 に使 える英語。
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皿.基 本 習得期 に役 立つ 「こ とばの本質」
1.`The　 Triangle　of　Meaning,「 意 味 の 三 角 形 」
　 　 *C.K.　Ogden&1.　A.　Richards(1923)The　Meaning・of　Meaning・,　Routledge&Kegan　Paul
　 　 Ltd.,　p.ll
　 「意 味 の 三 角 形 」 が 述 べ て い'るこ と は 、 概 ね 、"Symbo1"と"Thought　or
Reference"、お よび"Thought　orReference"と"Referent"とはそれ ぞ れ直接
の 関係 を持 って い るが、"Symbol"と"Referent"の関係 は 間接 的 で あ る こ
とを示 してい る。
　 即 ち、 こ とばは一旦 、脳 に入 り、過 去 の経験 に よって得 てい る脳 内 のイ
メー ジ(pictures　in　the　mind)や考 え と照 合 され てか ら、 意 味 が 決 まる の
で あ り、最初 か ら固定 した意 味 を もってい るので はない。
　 普段 、我 々はSymbol(記号・ことばや写真など)とReferent(指示物・意味)と は
直接 の関係 が ある よ うに思 い易 いが 、記号 とそ の指 示物 との問 には必然 的
な関係 はない。 しか し、記 号 とそ の指 示物 との混 同 は個 人 ばか りで な く社
会 的 に も、 また文化 的 レベ ルで も頻繁 に行 わ れてい る。 戦時 中、天 皇陛下
の写真 を命 が けで火災 か ら守 った校長 先生 のお話 は、 その 当時 を知 る 日本
人 な ら誰 で も知 って いる こ とであ り、 またそれ は当然 な こ とと して教 育 さ
れて いた。
　 この話 は、写 真 とい う記 号 と天皇 陛下 とい う人 間(生 き神様Dを 意 図 的
に利 用 して いた こ とで あ るが、我 々 の神経 系 は記号 とそ の指 示物 、そ して、
指 示物 に係 わ る経験 を同一視 す る傾 向が あ る。映 画 の 中の俳 優 の演技(記
号)を俳優 その人(指示物)と勘 違 いす るの は 日常 茶 飯 事 にあ る こ とだ し、
一42一
Korzybskiの例 に も、バ ラの花(記号)がある と必ず花粉熱 にかかる(経験)男
の話がある。ある 日、バ ラの花 を一束、突然 その男の 目の前 に持 ってい く
と、彼 はたちまち猛烈な花粉熱の発作 を起 こした。 ところで、その ときの
バ ラは、実は、造花であった。
　 また、「意味の三角形」 は、次 のことも示 している。① 同 じこ とばであ
って も、人(脳)が替われば意味は変 わる。逆 に、②伝 えたい と思 う意味 も、
人の脳で判断されてか らことばが選ばれるか ら、人(脳)が替 われば ことば
も変わる。 これを図示す ると、下の ようになる。
　 以 下 、 さ ら に 詳 細 に検 討 す る 。
　 ``Symbol"には 、　Verbal　SymbolとNon_verbal　Symbolがあ る 。　Verbal　Sym-
bolは言 語(こ とば)の こ と で 、　Non-verbal　Symbo1は、 非 言 語 、 即 ち 、 絵 図(写
真)、音 、 身 振 り動 作 な ど 、 こ と ば 以 外 の 伝 達 手 段 を い う 。
　 "Thought　orReference"とは 、　Symbolの刺 激 を 受 け て 脳 内 に 浮 か ぶ 過 去
の 経 験 か ら作 ら れ る イ メ ー ジ(pictures　inthe　mind)を、 あ れ か 、 こ れ か
と照 合 し、 反 応 す る こ と、 即 ち 、 思 考 ・指 示(作 用)を い う。
　 "Referent"とは 、　Thought　or　Referenceによ っ て 決 ま っ た 実 際 の 物 事 、 イ
メ ー ジ 、 と き に 、 指 し 示 す こ と の で き な い 虚 構 。 即 ち 、Symbolの意 味 で
あ る 。
　 こ の"Symbol"←(象徴)→"Thought　or　Reference"←(指示)→"Referent"
の 流 れ は 確 実 で あ り、 適 切 で あ る か ら 実 線 で 示 し て あ る 。 即 ち 、Symbo1
は 因 果 関 係 に お い て 確 実 にThought　or　Referenceを表 し、 同 様 にThought　or
Referenceも他 の 因 果 関 係 か らReferentが何 で あ る か を 適 切 に 指 示 す る 。 だ
か ら、 実 線 で 描 か れ て い る 。 一 方 、SymbolはReferentの代 わ り を し て い る
に 過 ぎ な い 。 双 方 は 互 い に 想 定 さ れ る 関 係 に あ る の で 、 点 線 で 描 か れ て い
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る。
　 例 えば、 こ とば"CAr"は、人 の脳 に届 い た とき、正確 にそ の 人 だ け の
過去 の経 験 を呼 び起 こす。 そ して そ の 人 は脳 内 で、 こ とば"CAr"と、過
去 の経験 で得 て い るイメ..._ジとを照合 ・判 断 し、 適切 な実物 の猫 を指示 し
て決 め る。
　 従 って、 実物 の猫 は、 こ とば"CAr"が__..人ひ と りの脳 で思考 ・指 示(作
用)を経 てか ら決 まるの で、厳 密 には、一 人 ひ と り異 な る。 最初 か ら、 ど
の猫 とは決 まってい ない。
　 逆 に、実物 の猫 を見 て も人 に よって、猫好 きであ れば、"gentle　pet","good
ratter"が浮 か び、猫 嫌 い な 人 は"fierce　fighter","bird-catcher","flea　carrier"
な どの こ とばが浮 か ぶ。 同 じこ とば で も、Aさ ん とBさ ん のSymbolの意 味
は、猫 好 きの程 度 が異 なれ ば、 同 一 で は な い。 つ ま り、Symbol≠Referent
で あ る。
　 また と こ ろで、 下 図左 のSymbol「影 絵 」 は、脳 内 で 「貴 婦 人」 を思 い
浮 か ばせ るが 、脳 が指 示 した 「貴 婦 人」 のReferentは、下 図右 の 「ガ ラ ク
タの積 み上 げ」で あ った。Symbolが、脳 内 の潜 在 的 意 味 の要 素 か らは指
示 で きなか ったReferentの出現 で あ る。脳 自体 か ら見 て も、 ま さに裏切 り
の、Symbol≠Referentであ った。 しか し、 も し脳 が 意図 的 に操作 をす れ ば、
こ とば(Symbo1)は嘘 をつ くこ とがで きる。 いず れ に して も、　Symbol=Ref-
erentは、 ときには大 きな危 険 をは らむ。看板 アイ ドル、 ペ コち ゃんの 「不
二家」 のケ ーキ は 「(賞味)期 限切 れ」。
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*R.P.　Forestの こ と ば を 参 考 に し た`The　 Triangle　of　Meaning'「意 味 の 三 角





　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R.P.　Forest(1972)About　Semantics,　Channing　L.Bete　Co.　Inc.,　p.5
① ことば 自体 に意 味 は ない。 人 は皆 、他 の人 とは違 う 自分 だ けの意 味 を持
　 ってい る。そ してそ の意味 は、そ の人が こ とば を言 って指示 した物 事 で
　 あ る。
② ことばは、 こ とばが指示 す る物 事 億 味)では ない。意 味 とい うの は、[人
　 それぞれが脳内にある、過去の経験から得た考えやイメージ(pictures　in　themind)が指示
　 する]物事 で あ るが、 人 はそ れ らの物 事 を、 手 堅 く照 合 ・確 認 す る こ と
　 もな く、無 意識 に これだ と感 じてい る こ とで決 め てい る。
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　 私 た ちは一つ の物事 を複数 の ことばで言 い表 す こ とが で きる。 しか し、
そ れ らの こ とば には、 抽象 の レベ ル に違 いが あ る。例 えば、左 頁の 図 「抽
象 の梯子 」で レベ ル2の 実物 ・牝牛 に、 レベ ル3で"Bessie"とい う名 前(こ
とば)を付 ける。Bessieを"cow"(牝牛)と い う と、他 の"cows"も含 まれ る。
そ こで、Bessieを"cow1"とす れ ば、他 の牝牛 はそ れぞれ"cow2","cow3",,,
"cow・"とな る。即 ち、　Bessieの特 性 は全 ての牝 牛 と共 通す る ところだ けが
残 り、他 の特性 は除外 され る。
　Bessieを"livestock"(家畜)と い え ば、豚 、鶏 、 山羊、 な どとの共 通 した
特性 だけが取 り上 げ られ、Bessieの他 の特 性 は落 とされ る。
Bessieを"farm　ssets"儂場資産)に 含 め れば、農場 で金銭 とみ なす こ との
で きる財 産 と共通す る特性 だけが取 り上 げ られ る。
　Bessieを"asset"(資産)として考 えれば、さ らに多 くの特 性 が除外 され る。
　 そ して、Bessieを極 め て 高 い レベ ル8の"wealth"(富)とい え ば、　Bessie
の特 性 は ほ とん ど失 なわれて、姿 さえ思 い起 こす こ とは難 しい。
　 この よ うに、抽 象 の レベ ルが上 が る ほ どに、こ とばの指示 物 は増 え るが、
レベ ル2の 実物 の特性 は失 われ てい く。
　 ところで、 こ とばの指示 物 であ る レベ ル2の 実物 ・牝牛 その もの は、 レ
ベル1の 原子(陽 子 ・中間子 ・中性子 ・電子などの粒子)で 構 成 され、 肉眼で は見
え ない。 例 え ば、 われ われ は、赤 か ら紫 まで は見 えるが、 それ以外 は見 え
ない。つ ま り、光 の、 あ る波長 か らあ る波長 までの範 囲の もの しか見 えな
い し、 また、 あ る周波 数 の範 囲の音 しか 聞 こえない。視覚 、聴 覚 にか ぎ ら
ず 、触覚 、 嗅覚、 味覚 のす べ て につ いて 同様 の こ とが い える。
　即 ち、 実物 とい う形 のあ る もの は、 われ われ の神 経機 能 の及 ぶ範 囲で の
存在 で あ り、 その もの の真 の形 は見 え ない。 しか し、逆 に、見 えない真 そ
の ものは、神経 機能 の及 ぶ範 囲で、形 として見 る こ とがで きる。 まさに色
即是 空、 空即 是 色 の世界 を彷 彿 させ る。
　 また、 この1億 分 の1セ ンチ とい う原 子 レベ ルで のBessieの諸特 性 は不
定 で、 瞬時 も停 止 す る こ とな く、 無 限 に変 化 し続 け る過程(即 ち、常に進行
・変化 ・発展を続けている)の レベ ルで あ る。 固定 してい る よ うに見 え るの は、
急速 に回 ってい る色盤 が 白 く見 え、速 く回って い るコマが じっ としてい る
とい う意 味 で固定 して い るに過 ぎない。現代 の科学 に とって、 固定 した も
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の はない。
　従 って、真 に何 か が こうで ある と完全 に言 い切 る こ とはで きな い。Bes.
sieは静 止 した客 体 で は な く、力動 的 な過 程 で あ る。厳 密 に言 え ば、今 日
のBessieは昨 日のBessieでは ない。 同様 に、　Bessieを表現 す る数 々の こ とば
も、 決 して全 く同 じ意 味 を持 つ こ とは ない。 ギ リシ ャの哲 学者Herakleitos
の こ とば を借 りれ ば、 「人 は 同 じ川 に二 度入 るこ とはで きない。」
3.`AReferring　Function,「指示機能」一ことばの本質から学ぶ授業の基本・
*「意 味の 三 角形 」か ら、 同 じこ とばで も一 人 ひ と り異 な るReferent(指示
物 ・意味)を 持 つ こ とと、逆 に、一 つ のReferentから浮 かぶ こ とば も、 一
人 ひ と り異 な るこ とが わか る。即 ち、脳 内 に潜在 す る意味 の決定 要素 は
一人 ひ と り異 な るので、 ことばは唯一 の正 しい意味 を持 ってい るの では
　ない。
　 　この こ とか ら、辞書 も意 味の領域 の画 定 はす るが、外 在 的 な個 人の意
味(実 際)を 直接 に載せ て い る の で は な く、 意 味 の似 通 った 状 況 の群 を
記 して い るに過 ぎない こ とが わか る。
*「抽 象 の梯 子」 か らは、一つ の物 事 は レベ ル の異 なる複数 の こ とば を持
　ち、 こ とばの レベ ルが 上が れ ば上 が る程 にそ の こ とば のReferentは多 く
　なる こ とが わか る。しか も、Referentその ものす ら、常 に変化 してい る。
　以上、二つの ことばの本質か ら明 らかなように、ことばの意味は極 めて
不確実である。 この不確実性 を補 い、意味 を正 しく伝達するために最 も重
要 なことは、 ことばのReferentを明 らかにすることである。
　従 って、授業 においては、指導する英語の指示す るもの(Referent)が、
学習者の 目に見 える ように、実物、実際の動作、絵図などで明確 に提示 さ
れることが大切である。
　Referentの一般性が大 きく抽象度が高 くて、実物提示がで きないときは、
類似 した実例 を示す とか、身近なことばで説明 して、誤解 を最小 限度 に抑




　従って、学習者 にとっては、その英語が何 を指示 しているか、指示する
物事 をイメージ して、明確 に捉 える習慣 を身につ けることが大切 である。
　なお、 この習慣 は、母語ではスキ ップし易いが、英語 を学ぶ過程で一語
一語 を実際 と照合 し、確認 しなが ら学ぶ ことによって、初めて身につける
ことがで きる。英語学習のMeritである。
　ただ し、英語 を日本語 に置 き換 える作業 をすれば、 日本語で考えること
にな り、効率が悪いばか りでな く、従来 と変わ らぬ 日本の英語教育 に戻 る
ことになる。
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IV.基 本 習 得 期 に お け る 導 入 の 基 本
1.実 物 提 示 、 実 際 の 場(Live　Situation)の演 示 、 絵 図 の 提 示




　 ことばの意味 は実際の経験 と、本 を読み、人の話 を聞 くなどの記号的経
験 によって決 まる。最 も確 かな意味は実際の経験 に勝 るものはない。 しか
し、現実的に実際の経験 だけでは限 りがある。われわれは物事の大部分 を
記号的経験 によって知 り、人生をい きている。良い文学を読んだ人々は、
読めない人々、読 まない人々よ り、 より多 くの人生 を生 きていると言 えよ
う。
　 それに して も、実際の経験 と記号的経験の差 は大 きい。テ レビで戦闘の
場面 を見ていても怪我 はしない。小説の主人公が美味 しいお寿司 を食べて
いて も、読者 の味覚は満足 しない。 しか し、戦争 を経験 した人、美味 な食
べ物 を食 した経験のある人はない人 と、ない人はある人 と異 なる意味 を理
解す る。円錐の頂点に位置す ることばの意味は、基本的に全 て底辺の 「直
接 的 ・目的的経験」、即 ち、実際の経験 によって裏付 けられていることが
わか る。
　 「直接 的 ・目的的経験」 は現実 の生活その もの、生々 しい体験 であ り、
手で触れて確かめ られるもの、歯 を立てて確認で きるもの、である。子供
の頃の豊かな想い出はす尽て直接経験に関係 している。それは瑞々 しく、
新鮮 な感覚 に満ちている。 この直接経験が円錐の底辺 に位置 していること
は、 これがあ らゆる効果的学習の基盤になっているとい うことである。
　英語 の授業で も指導 に効果的な実際、例 えば、実物の提示、演示 を経 て、
テレビ、 フィルム、テープレコー ダー、絵 などの利用 を積極的に心掛 け、
最後 に、 目的 とす る 「言語 的象徴」(ことば・英語)に導 けば、豊 かな経験 を
基盤 とした英語 を与えることができる。その英語 はきっと、学習者 の手持
ちの英語になるであろう。
2.日 本語の排 除 「初期言語指導の原則」N・.17,18
　英語 と多 くの相違点 を持つ 日本語 を仲介 させ ることは、英語構文の習得
を阻み、発音の習熟 を遅 らせ、直読直解 をで きな くさせ る原因になってい
る。
　直読直解 とい うのは、英語で考 えるとい うことであ り、それは英語の指
示物 を直接、脳 内にイメージすることである。英語 とそれ に対応する日本
語 を結 びつけない。
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　 もし、英語 と日本語 を結びつければ、それは日本語で考 えることになり、
第1章 で述べた 日本語 と英語 との大 きな差異、即 ち、①言語的に距離が大
きく離れていること、② コミュニケーシ ョンにおいてはHigh　Contextが身
上の 日本 とLow　Contextな英語文化 との差異、③英語 を使 わな くて も生活
に困 らないことに起 因する英語学習 に対す る自覚的動機の欠如、④高周波
の英語 と低周波の 日本語の差異、⑤右脳 と左脳 の生理的機構 の不均衡 によ
る創造性、 アイディアへの抑制、⑥英語母語話者 にとって も難解 な日本語
学習、⑦思春期以降に始めた学習者 には難 しい英語 の発音、等 々数多 くの
負荷 を担 うことになる。 さらに、それ以外 に も、「訳す」 とい う作業 その
ものには本質的に時間と複雑 さが伴 うことを下に記す。
① 「訳 す」作 業
　 「訳す」作 業 は、原本 の こ とばが脳 内に潜在す る過去 の経験 に作用 して、
自分 のReferent(指示物 ・意味)を 決 定 し、次 は、 そ のReferentが指 示 す る脳
内 の別 の経験 を表 出す るSymbolを見 つ け る作 業 で あ る。 同 一 人 が、抽象
度 の高 い作 業 であ る"Thought　orReference"を二 度 に わた って稼 働 させ な
けれ ば な らない。左脳 と右脳 の生 理 的機構 の不 調和 が再 び引 き起 こ され る
こ とにな る。
　例 え ば、 「般 若心 経」 の翻 訳、柳 澤桂 子 著 「生 きて死 ぬ 智 慧」(小 学館)
の作 業 を 「意 味の三角 形」 に当 て はめ る と下記 の ようになる。英 文和 訳 ま
た は和 文英訳 の作 業 で は、抽 象 度 と複雑 さが一・層高 まる ことは言 うまで も
ない。
　　 　　　 　 Thought　or　Reference　　　　　Thought　or　Reference
















柳 澤桂 子(2004)「生 きて死 ぬ智 慧」小 学館,p.7
② 日本語 を介 す る授業 のMerits　and　Demerits
　　 2005年6月、尼 崎市立武 庫東 中学校へ 教育 実習 の視 察 に行 き、実習 生
　 の 日本語 を使 う授業 を見 た ときに思 った こ とで あ る。授業 は よ く準備 さ
　 れ、順 調 に進 んでい たが 、生徒 が習得 してい る英語 に少 なか らぬ危惧 の
　念 を抱 い た。
　 <Merits>
　　 *短 時 間に沢 山の知識 が与 え られ る。on=「 ～の上 に」 で終 わる こ と
　　　 が で きる。
　　 *生 徒 は英語 の新 しい知 識 を得 て、「勉 強 した」 実 感が持 て る。
　　 *先 生が 話 す冗 談 や こ とば のあ や(figure　ofspeech)など、表 現 上 の
　　　 技巧 が楽 しめ る。
　　 *質 問 し易 く、先生 や級 友 との コ ミュケ ー シ ョンが取 り易 い。
　　 *教 師が、比 較 的気 軽 に授 業 に臨 む こ とが で きる。
　 <Demerits
　　 *英 語 を一旦 、 日本 語 に訳 してか ら理解 す る。直 読直解 が で きない。
　　 *目 の前 の場 面 や状 況 を直接 に英語 で表現 で きない。 時 間が かか る。
　　 *Broken　English、即 ち、英語 と して誤 った構 文 を作 る原 因 になる。
　　 *日 本 語 の発 音(soun(i,　rhythm,　stress,　pitch,　intonation)にな り易 い。




　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 「初期言語指導の原則」Nos.1-4
　 Situation(場)を表現 す るSentence(文)は、必 ず実 際 と一 致 させ る。実 際
と違 うこ と、嘘 を言 わ ない。
　 例 えば、教 師が教 卓 で 自分 の手 を示 して、This　is　my　hand.と言 え ば、学
習者 はThat　is　your　hand.と言 う。 また、 教 師がThat　is　your　hand.と言 えば、
学 習者 は 自分 の手 を指差 してThis　is　my　hand.と言 う。
　 ことばの意味 は、特 に、基本 習得期 におい ては、実物 、実 際で あ る こと
を体 験 させ る ことが大切 で あ る。従 って、「経験 の 円錐 」の底辺 、 直接 的 ・
目的的経INに近 い導入 と練 習 を心 が け なけれ ばな らない。英語 ゴ ッコの よ
うな フ ィクシ ョンは、学 習者 が 自らの脳 で行 ってい る規 則 の作 成作 業 を混
乱 させ るので、避 け る こ とが望 ま しい。つ ま り、 嘘 はつ か ない。
2.Sentence　Structureを飽 き させ ず に繰 り返 し練 習 させ る仕 方:
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「初期言語指導の原則」Nos.10,16
〈tookを用 い たS+V+0+Prep.　phrase構文 の 授 業 〉 .
　 机 上 に 本 、 帽 子 、 鞄 、 グ ラ ス を 置 い たsituationをつ く り、
　 T:This　is　a　book.　It　is　on　the　table.と、 そ のsituationを既 習 の 文 で 表
　 　 　 　現 す る 。 そ れ を 聞 い て 学 習 者 は 次 の よ う に 言 う 。
　 Ls:That　is　a　book.　It　is　on　the　table.
　 T:　 (無言 で、 帽 子 を指 さす 。)
　 Ls:That　is　a　hat.　It　is　on　the　table.
　 T:Good!と 言 っ て か ら、　bad,　glassにつ い て も指 で 示 す だ け で 学 習 者
　 　 　 　 に 言 わ せ る 。
　 　 　以 上 は 、 全 て 既 習 の 語 句 と構 文 に よ る新 構 文 導 入 の た め の 復 習 で あ
　 　る 。 次 か ら新 構 文 の 導 入 に 入 る 。
　 T:本 を取 る 。Itook　the　book　off　the　table.　tookした こ と を ジ ェ ス チ ャ
　 　 　 　ー で 示 し な が ら 、や や ゆ っ く り と、しか し、英 語 の 発 音(・hythm,　stress,
　 　 　 int・nazi・n,・t・.)は正 し く、 も う 一 度 言 う。
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T:　 Itook　the　book　off　the　table.
　 次に、帽子 について も同様に行 う。
T:　Itook　the　hat　off　the　table.
　 こ の 間 、 学 習 者 は 、SituatiOnと一・致 し たSentenceで表 現 し て い る 教 師
の 演 示(dem・nstrati・n)を観 察 し て い る 。
　 3回 目 に 当 た る 鞄 の 時 は 、 教 師 は 鞄 を取 っ た 後 、 学 習 者(Ls)を 誘
い な が ら一 緒 に 言 う。
T&Ls:1/You　took　the　bra　off　the　table.
　 4回 目 の グ ラ ス の 時 は 、 教 師 は グ ラ ス を 取 っ た 後 、 学 習 者 全 員 に 向
か っ て 一 緒 に 言 う よ う に 顔 の 表 情 や 仕 草 を 使 っ て 指 示 す る 。
Ls:　You　took　the　lass　off　the　table.
T:Good!と 言 っ て 、 個 人 を 数 名 指 名 し て か ら、 も う一 度 全 員 で 言 わ
　 　 せ て 盛 り上 げ る 。
　 以上、tookを使 ったS+V+0+Prep.　phraseの導入 と練習 は、0(目 的語)
に実物(book,　hat,　bag,　glass)を次 々 と代 替 させ た作 業 で あ るが 、学 習 者
は実物 に注 意 を向 けてい るため、常 に新鮮 な気 持 ちで新構 文 を何 度 も繰 り
返 し使 うこ とにな る。
　 この指導 の仕 方 を図示 す る と、 下記左 図 の よ うに なる。
　　　　　〈好ましい指導の仕方〉　　　　　　　　〈一般的な指導の仕方〉
　　　 　　　　　　　　吉澤美穂(1981)「教科書を使いこなす工夫」大修館書店,p.22
　 上述 した よ うに、 ひ とつ の新構 文 に対 して、今 回の場 合 は実物 の① 本 、
② 帽子 、③鞄 、④ グ ラス を用 い て4つ のsituations(1)～(4)を作 った。
situation(1)では、教 師 は実 物① を使 っ て、演 示 す る。 同様 に、　situation
(2)では、実物 ② を使 って演示 す る。 ここまで学 習者 は教 師の演示 を注 意
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深 く観察 し、その文型 と意味 を自分で発見する。situation(3)では、実物
③ を使 って、演示 しなが ら、学習者 を誘 って一緒 に言 う。situation(4)で
は、教師はことばを使 わず に実物④ を指 し、顔 の表情や仕草 を使 って、学
習者 だけで一緒 に言わせる。次 に、数人の個人に言わせ、最後 にまた全員
で行 って、締め くくる。
　一方、一般的な教科書の場合では、指導 したい文型、重要な機能語 を易
か ら難へ と順序立て、それ らが使われるような場面 を設定 して編集 されて
いる。従 って、そのようなsettingを自然な内容 として成立 させ るためには、
目的 とす る文型 を何度 も使 うわけにはいかない し、指導 したい語句や文型
に関係 のないことも教 える必要が出て くる。い きおい、指導項 目が多 くな
り、 日本語 の説明を余儀 な くされて、知識 の記憶が主導になる。
　その ような、一般的な教科書を使 って効果的に教 えるには、その時間内
に指導可能な、 より基本的に重要 な文型や少数の語句 を選び出 し、それ ら
をく好 ましい指導の仕方〉に当てはめて導入 と練習 を行 えばよい。
3.級 友 の 自発 的発 言 を正 し く聴 取 で きて い るか チ ェ ックす る仕 方:
　復 習や練 習 の とき、学 習者 には積極 的 に 自由 に発 言 させ るが、級 友 の発
言 の内容が きちん と聴 き取 れて いるか どうか、確 か め る。
　Teacher:You　will　say　what　he/she　said.とい って一 人 の学 習者 を指名 す る。
学習者 は次 の ように言 って、今 聴 いた級友 の発言 の 内容 を 自分 の こ とばで
言 う。 また は、級 友 の発 言 を繰 り返 す。
Learner:He/She　said,"　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 :'
非 常 に 簡 単 だ が 、効 果 的 な 仕 方 で あ る 。関 係 代 名 詞whatに抵 抗 が あ る な ら、
　 Teacher:What　didhe/she　say?
　 Learner:He/She　said,"　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ."
4.日 本 語 の助 けを不要 にす る教 材配列(Grading)と授 業 の仕方:
　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　 「初期言語指導の原則」No.6
　 指 導 のstepsを最 小 に す る 。 昨 日 学 ん だ こ と を 利 用 し て 、 今 日 学 ぶ こ と を
教 え る 。 今 日 学 ん だ こ と を 役 立 て て 、 明 日 学 ぶ こ と を 教 え る 。
































1,Ybu,　He,　She,　It,　They,*新 学 習 事 項 　 here,　there;am,　axe,　is;we
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1.It　is　here/there.　It→(黒板 の両 端 、　Itが置 い て あ っ た場 所 に、そ れ ぞ れ 女 性 と男性
　 　 の二 人 を後 ろ 向 きに立 たせ て、)She,　Heにか えてい く。
2.She　is　there.　He is　there.→(教師 はshe,　Heに背 を向 け、全 員 の 方 を 向い た ま ま、 二
　 　 人 を 一 緒 に し て ・)They　are　there.→(She,　Heを 除 く 全 員 で ・)We　are　here.→
　 　 (she,　Heを 前 に 向 け 、 二 人 に 向 か っ て 、)Ybu(複 数)are　there.→(she,　Heは二 人 で)
　 　 We　are　here.→(she,　Heの ひ と りに 向 か っ て 、)
3.You(単 数)are　there.←→(教 師)Iam　 here.　(she,　Heそ れ ぞ れ に 、)You(単 数)
　 　 ← →1を 同 時 、 交 互 に行 う。
上 記1～3は 、 具 体 的 に 、 次 の よ う に 行 う。
　 　 Itに使 う物 は、 学 習 者 が そ の 名 前 を 知 ら な い 物 が 良 い 。 知 っ て い る と、
　 学 習 者 は そ の名 前 を言 い たが る。 例 え ば 、 「黒 板 消 し」 な どは わ か る まい 。
　 「黒 板 消 し」(erasers)を2つ用 意 して 、 黒 板 の 左 右 両 端 に1個 ず つ 置 く。
　 T(教師)は 黒 板 に 向 か っ て、 左 側 の 「黒 板 消 し」 の左 に立 ち 、 正 面 を 向 き、
　 左 手 で 「黒 板 け し」 を指 して 、
　 　 "lt　is　here:'(2度言う。)その 位 置 で 、 同 じ く左 手 で 黒 板 の 右 端 に 置 い て あ
　 る 「黒 板 消 し」 を指 して 、"lt　is　there:'(2度言う。)
　 　 次 は 、 黒 板 の右 側 の 「黒 板 消 し」 の右 に 立 ち 、 正 面 を 向 き、 右 手 で 「黒
　 板 け し」 を指 して 、
　 　 "lt　is　here:'(2度言う。)同じ く右 手 で左 側 の 「黒 板 消 し」を指 して"lt　is　there."
　 (2度言う。)
　 　 一 応 、 こ れ でIt　isとhere/thereの演 示 は す ん だ が 、 学 習 者 が 理 解 で き た
　 かcheckが必 要 で あ る。
　 　 先 ず 、 一 人 のL(学 習者)を 最 初 のT(教 師)の 位 置 に行 か せ て 、Tと 同様 の
　 こ と を や らせ る。 あ る い は、Tが 、 黒 板 の左 右 に あ る い ず れ か の 「黒 板 消
　 し」1つ を前 席 のLの と こ ろへ 持 参 して、 そ のLに 、"lt　is　here:'と言 わせ 、
　 遠 くに残 して あ る 「黒 板 消 し」 を指 して 、Lが"lt　is　there."と言 う よ う に,
　 仕 草 に よっ て 仕 向 け る。Tが 手 伝 っ て も良 い 。
　 　 次 は全 員 に対 す る練 習 を させ る。 全 員 に対 して の練 習 で は 、最 初 に、 バ
　 レー ・ボ ー ル ぐ ら い の 大 き さで 軽 い 球 体 を使 っ て 、 ひ と りのLに 投 げ る。
　 受 け取 っ たLが 、"lt　is　here."それ に触 れ られ るLs(学習者達)も"lt　is　here:'
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触 れ ら れ な いLsは"lt　is　there."と言 う 。 多 少 騒 が し く な る が 、 ま あ 、 い い
で は な い で す か 。 ボ ー ル がTの と こ ろ へ 帰 っ て き て 、 最 後 は 、T:"lt　is　here."
Ls:"lt　is　there:'
　 次 に、今 の左 右 の 「黒板 消 し」 の位 置 に男性 と女 性のLsを 、 それ ぞ れ
正 面 か ら見 て後 ろ向 きに立 たせ る。Tは 左右 どち らか のLの 側 に行 って立
ち、"He/She　is　here."(2度言う。)反対 側 に い るLを 指 し て、"She/He　is
there."と言 う。 直 ぐに、 もう一 人 別 のLをTの 側 へ 呼 び、　Tは 仕 草 で い
まTが や った ように、Lに も仕草 とともに言 わせ て、手 で示 した こ との意
味 を明確 に認識 させ る。
　 さ らにTは、前 に出て い る後 ろ向 きの二人 のLsの 一 人 を指 し示 して、　Ls
全 員 に向か って、 そのsituationを言 語化 す る よ うに仕 向 け る と、"He　l　She
is　there:'と言 う。
　 次 は 、 前 に 出 て い る 後 ろ 向 き の 二 人 を そ の ま ま 、 一 緒 に 寄 せ る 。Tは 全
員 の 方 を 向 い て 、T:"They　are　here."(2度言う・)Tは 二 人 か ら で き る だ け 離
れ た 場 所 へ 移 動 し て か ら、"They　are　there"と言 う 。 そ し て 全 員 に も 言 う
よ う に 仕 草 す る 。Tも 大 き な 声 で 一 緒 に 、　T&Ls:"They　are　there."
　 そ し て 直 ぐ、 全 員 に 手 を 繋 が せ て 、 ま ず 上 に 上 げ さ せ 、 そ の ま ま の 状 態
で 、T:We,　Weと2度 言 う 。LsもTに 真 似 て 、　We,　Weと い う。Tの 仕 草
と音 頭 で3度 目 に 一 緒 に 、Weで 下 げ 、　areで上 げ 、　hereで下 げ る 。 も う一
度 、 同 様 に 、 繋 い だ 手 を 上 げ さ せ 、 全 員 でWe,　Weと 騒 ぐ、 そ し て 声 が 揃
っ て き た ら、 前 と 同 じ く、 下 げ て 、 上 げ て 、 下 げ る 。"We　are　here."TはLs
全 員 に 向 か っ て 、Ybu(複数)are　there.前に 出 て い る 二 人 を 全 員 の 方 に 向 か
せ て 、 二 人 に も手 を 繋 が せ て 、(恥ずか しくて手が繋げない時は、Tが 真ん中に入 って
手 を繋 ぎ、三人で、)"We　are　here:'。他 の 全 員 は 、"You　are　there."と言 う 。(直前
で、They　are,　Weareと学習 しているので、　LsからのYbu(複数)areは出易い。)
　 次 に 、Tは 、 前 の 二 人 の 名 前 を 言 っ て 、
T:Aさ ん 、Bさ ん 、"You　are　there:'その 二 人 は 、LA・B:"We　are　here."と言 う。
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　 今 度 は 、Tは 教 室 の 前 横 、 前 の 二 人 と 他 の 全 員 か ら見 え る 位 置 で 、"Iam
here:'(2度言 う。)前 に 出 て い る 一 人 の 名 前 を 言 っ て 、
　 T:　 Aさ ん 、"You(単数)are　there.　I　am　here."(2度言 う。)
　 LA:"I　am　here.　You　are　there."
　 T:Bさ ん 、"Ybu　are　there.　I　am　here."
　 LB:"I　am　here.　You　are　there:'
　 T:　 (全員 の方 を向 き、 一人一 人 を指差 して 、)``Ybu　are　there:'
　 Ls:"I　am　here.　You　are　there."
　 T:　 "Iam　here.""Good!Thank　you."
　 なお、授業中は仕草(cues)を用いて、学習者 の側か らの発言 を促す。
教 師の話す英語の量 は、学習者 より少 ない。 また、教師の動 きは意味を持
つので、学習者が誤解 をするような、無駄 な動 きはしない。
VI.基本習得期の授業を成就 させる条件
1.1ク ラスの学習者数 は、学習へ の 自覚、年齢、その他 、学ぶ側の
　　実状 によって異 なるが、概ね10人～15人程度 までが望 ましい。
　20人を超 える と教師の負担 は過重 にな り、slow　learnersへの援助 に支障
をきたす。 さらに、語学習得のために最 も必要 とす る、一人ひ とりの英語
使用時間が少な くなる。使 わなければ、使 えるようにはなれない。
　 また、学習者 と教 師との個人的な触れ合いが失われ、学校英語教育が、
教育 としての機能 を果たせ な くなる。言 うまで もな く、授業 は極めて有効
な個人指導の好機である。
2.1週 の授業 回数 は、最低3回 以上 を必要 とす る。
　 1-2で も述べたが、1週5回 の授業があるとして も、1年 間に英語 に
触れている時間は、英語圏で10日間を過ごす時間に も満たない。
　再び計算式 を しめすが、1週5回 の授業(授 業1時 間=50分)、年聞35
週 とす ると、1年 間の授業時間は、
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50分×5×35=8,750分 ≒146時間
　 これを仮 に英語 圏で、道 を歩 き、学校へ行 き、バスに乗 り、テ レビを視
聴す るな どの 日常の生活 と比べ ると、1日(24時 間)に 英語 に触れる可能
性の高い時間は、睡眠時間の8時 間を引いた16時間で割 ると、
146時間 ÷16≒9日(1日16時 間英語 に触れたときの1年 間分)
とな り、1年 間の英語授業は、英語圏で過 ごす時間の10日間未満。つ ま り、
3年間で ようや く1ヶ 月程度 を英語圏で過 ごす ことに相 当す る。 さらに仮
に、英語 圏で1日8時 間 しか英語に触 れる機会がなかったとしても、
146時間 ÷8≒19日 　(1日8時間英語に触れた ときの1年 間分)
　 1年間で、19日間未満 にしか相 当 しない。英語の授業が、 日本語 を排 除
した授業 であれば、多少の不足 を補 うこともで きるが、 日本語 を使 う時間
が多ければ、 この概算の妥 当性 は高 くなる。「英語のシャワーを浴 びる」こ
ととは遥か に程遠い 日数である。
　 1週3回 の授業 というのが、 どれほ ど最低 限度 ぎりぎりの回数であるか
がわかる。
3.教 師が教材研究 と指導方法研 究のため に、必要 に して充分 な時間
　　 が、勤務 時間内に確保 で きること。
　この条件 が満た され ない限 り、 日本語 を排 除 した 「基本習得期の 目標」
を達成するための授業 をすることは難 しい。
　教師を授業研究ができないほ ど多忙 に追い込めば、指導の仕方に創意 を
欠 き、授業 をマ ンネ リ化 させ、slow　leamersを増やす こ とは間違 いない。
さらに、教師か ら豊かな人間性 を奪い、学習者への瑞々 しい見返 りが阻ま
れる。英語教育は、英語指導 を通 した人間教育であることを忘れてはな ら
ない。
　そ して何 よ りも学習者 に、教科 の面白さに気付かせ ることは、授業 の基
本中の基本である。制度の変更や細かな管理を強めて も、指導の効果は上
が らない。教師が時間をかけて、学習者の一人 ひとりと向き合 うこと、そ
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れが、優 れ た成 果 を実 らせ る。
　　　 　　福田誠治(2006)「競争やめたら学力世界一　フィンランド教育の成功」朝日新聞社
W.基 本 習 得 期 の教 材 に相 応 しい語 彙:BASIC　English　byC.　K.　Ogden
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「初期言語指導の原則」Nos.11,12,13,14
　英語は、世界で広 く使 われている現状 を見れば、英語母語話者 の占有言
語ではな くなっている。従 って、英語母語話者 と同 じ表現の仕方でな くて
も、伝達内容が正 しく伝 え られる英語表現 であればよい。英語のルールを
守 り、一語一語、英語 として正 しく使 われ、受 け手 に間違いな く伝達 され
ることが何 よりも優先 されるべ きであ る。即ち、英語母語話者の表現 とは
異なる、使い手の文化か ら創造 される表現 であって も、内容 の正確 な伝達
が何 よ りも大切である。
　 このような観点か ら、英語の基本習得期 の目標達成 に相応 しく、少ない
語数で も使用範囲の広い語彙 として、BASIC　Englishがある。 これはC.　K.
Ogden(1889～1957)が、英語に本来備 わっている特質か ら発掘(``discover")
した、full　Englishの根幹 をなす基本語彙である。
1.BASIC　English誕生 の 契機 と考 案 の基 盤
　 1920年、C.　K.　Ogdenと1.　A.　Richards(1893～1979)が共 著 「意 味 の 意
味」 の執筆 中 に、 こ とばの 「意 味」 の意味 の分析 と取 り扱 い方 につ い て考
えていた時 であ った。 その とき語 の定 義 を してい る と、 いつ もい くつか の
要 素 的な語 が用 い られ る こ とを発 見 した。 そ こで彼 らは、 これ らの語 だけ
で他 のすべ ての語 の代 わ りが 出来 るので は ない か と考 えた。
　 実 は、要素 的 な制 限語彙 ですべ て を表現 で きるの では ないか とい う考 え
は、Leibnitz(1646～17f6)、　John　Wilkins(1614～72)など、学 者 の 問で は
数世 紀 に わた って話 題 に上 が ってい たが、 具体 化 には至 らなか っ た。09-
denは、　Richardsとの共 同執筆 以前 か ら、世 界共 通語 の構 想 に関す る歴 史書
を丹 念 に読 み、 また言 語 の 思想 に及 ぼす 影 響 、"word　magic"に関 す る資
料 を収集 して研 究 を深 め ていた。
　 様 々な数 多 くの 困難 に直面 したが、特 に、複 雑 な要 素 を縮約 的 に内包 す
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る 動 詞 の 性 質 な ど に つ い て はJeremy　Bentham(1748～1832)の 「虚 構 の 理
論 」 か ら 多 く を 学 ん だ 。 そ れ は 、Ogdenの 語 彙 制 限 へ の 研 究 に 大 き く 寄 与
し た 。 ま た 、L.　W.　LockhartやDr.　F.　G.　Crookshankなど の 有 能 な 協 力 者 を
得 て 、 実 験 に 実 験 を 重 ね 、1920年 か ら10年 を 経 た1930年 に 最 終 的 なBASIC






　 こ とば に は"window","table","door"などの よ うに具体 的 な物 を表 す 語
と、"cultivation","co-operation","poverty",のよ うに、指 し示 す本体 が な く、
そ の中 に沢 山の内容 を包 含 してい る抽象 的 な語 が あ る。抽象 的 な語 は、`A
Ladder　ofAbstraction'で示 した よ うに、 レベ ルが上 が るほ どその指示 物(意
味)は 多 くな り、 ます ます正確 な意味 を決 め るこ とが で きない。
　 抽象 的 な語 も具体 的 な語 も、文法 的 には特別 に問題 はない ので、 この2
種 類 の こ とばの本 質 的 な違 い を 自覚 せず に使 って い る と、 誤解 を生 じて思
想 交換 が行 き違 い、 コ ミュニケー シ ョンの混乱 を招 く。
　 そ こでOgdenは、抽 象 的 な、 指 し示 す 本 体 の な い、 い わ ゆ る虚 構 を表
す語 につ いて は、 そ のなか に縮 約 され てい る複 数 の意味要 素 を分解 し、普
段 よ く使 われ る具体 的な語 を使 って言 い換 えれ ば よ くわか る と考 えた。 具
体 的で 身近 な語 は指示 物(意 味)を 皆 が 共 有 で きるか ら、誤 解 を最 小 限 に
抑 える こ とがで きる。 この考 えはOgdenの言 語観 の重 要 な部分 で あ り、 こ
れがBASIC　English考案 の基盤 にな ってい る。
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2.BASIC　 English　Word　List
　BASIC　English語表 で は、文 の構 成要 素 が 次 の3つ に大 別 され、各語 群
ともアル フ ァベ ッ ト順 に並べ られてい るの で、 求め る語 を一 目で探 す こと
が で きる。
　 *作 用 詞 ・そ の他(Operations　etc.)、100語
　 　　… …動 詞16、助動 詞2、 前置 詞、副 詞、代 名詞 、冠詞 、 な ど。
　 *物 の名(Things)、600語
　 　　… …一般 的 な名 詞、400語。
　 　　… …絵 に描 ける名 詞、200語。
　 *性 質 の名(Qualities)、150語
　 　　… …一般 的 な性 質 を持 つ形容 詞、100語。
　 　　… …反対 の性 質 を持 つ形 容詞、50語。
　 64























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.BASIC　English　850語選定 の具体 的基準　 　BASIC　Engli・hは、「基本英語」。
　 1.ご く普通 の現代 英語 中 の単語 で あ る こ と。
　2.分 か り易 い比喩 的方法 で、意 味が推 移 し易 い語 で あ るこ と。
　3.世 界 中の人 々の必要 度をできるだけ広 く満 たす語 を優 先 させ ること。
　4.他 の語 の内容 を分解 して言 い直す力 、す な わち、定義 能力 の優 れた
　 　 語 であ る こ と。
　 5.感 情 的色彩 の強い語 で はない こ と。
　6.物 事 の評価 を 目的 とす る語 で はない こ と。
　7.特 殊 な分野 だけで使 われ る語 で は ない こと。
　8.文 学 的 ス タイルのた めの贅沢 な語 で はない こと。
　9.数 語 で明確 に言 い換 え られ る よ うな語 で は ない こ と。
　 室勝/小高一夫(1982)「英語を書く本　　BASIC　ENGLISHの理論と活用」洋販出版,　p.12
　Ogdenは、 国際 補助 語 と英 語 指導 を 目的 に、1,000語を 目指 して語 彙 の
整 理 を初 め、 最初7,500語の有 用 な語 を選 んだ。 それ らか ら、複 雑 な 内容
が縮 約 した動 詞 を分解 して4,000語を排 除 した。 そ して、残 りの3,500語か
ら次 の制 限に よって1,500語を減 じ、2,000語に した。 これ らの語 の機 能 と
使用価 値 を正確 に検 証す るた め に、次項 に示 すPanoptic　Eliminator(贅謝 ド除
器)な どを使 って、そ れ以 下 の語 数 で は英 語 として どう して も不 自然 にな
る とい う ぎ りぎ りの ところ まで精査 して、漸 く、最 終 的な850語を得 た 。
　 こ う し て 選 び 抜 か れ たBASIC　Englishは、850語で は あ る が、　E.　L.
Thomdikeの、使 用頻 度 を機械 的に統計 した 「基 礎英 語」(basic　English)や、
H.E.　Palmerの、平易 な言 い換 え に適 した 「簡易 英語」(Simple　English)と
も異 な り、基本 的 に、世界 中 の大 人が 思想 の交換 に役 立 て られ るこ とを 目
的 と して、 一語 一語、 幅広 く使 え る英語 が選択 されて いる。 しか も、 それ
ぞ れ の語 が メ タフ ァー を作 るな ど して有機 的 に結 びつ き、何 で も言 え るよ
うに シス テム化 され てい る。
　 従 って、 必ず しも普段 、英 語母語 話者 が常用 してい る決 ま り文句 や平易
な語 ばか りで はない。しか し、英語 の根 幹 にな る語 で成 り立 ってい るか ら、
これ を習得 していれ ば、full　Englishへの移 行 は容易 であ り、 シス テ ム化 さ
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れているお陰で、極めて合理的に学習す ることがで きる。従 って、英語 を




高 田保(194ユ〉 「ベー シ ック英 語」研 究社,p.16
精 査 す る 語 を真 ん 中 の 円 内 に 入 れ 、 そ の 語 と 同 類 の 語 を放 射 線 の 外 側 に 置
き、 精 査 す る 語 と の 関 係 を 検 討 す る 。




　　　 *puppyは 、　Time(Age)の 関 係 で 、　youngがあ る か ら 、　young-dogと
　　　　　な っ て 不 要 で あ る 。
　　　 *bitchは、　Behavior(Sex)の関 係 で 、　femaleがあ る か ら 、　female　dog
　　　　　 と な っ て 不 要 で あ る 。
　　　 *poodleは、　Society(Family)の関 係 で 、　houseがあ る か ら 、　house-dog
　　　　　 と な っ て 不 要 で あ る 。
　　　 *collieとsetterは、Useの 関 係 で 、　collieはsheepがあ る か ら 、sheep‐dog,
　　　　　そ し てsetterは短 く 説 明 的 にdog　trained　tosetとい え る か ら 不 要 で
　　　　　あ る 。
　　　 *curは 、　Society(Family)の関 係 で 、 複 数 の 意 味 を 内 包 し て い る が 、
　　　　　語 表 中 に 、`Things'のhumour,　sort,`Qualities'のbad,　mixedが あ る か
　　　　　 ら 、bad-humoured　dog　of　mixed　sortと短 く説 明 的 に 言 い 換 え ら れ る 。
　　　 以 上 の よ う に 検 討 を し た 上 で 、 最 終 的 にdogがBASIC　 Englishとし て
　 採 用 さ れ た と 思 わ れ る 。




opment.など 、 基 本 語 の 組 み 合 わ せ と 、 短 い 言 い 換 え に よ る 説 明 で 容 易 に
排 除 す る こ と が で き る 。
　　ま た 互 い に 近 い 意 味 を 持 っ た 語 群 か ら は,応 用 範 囲 の 広 い 語 を 選 ん だ 。
例 え ば 、 「椅 子 」 は 日 常 的 に はchairで あ る がseatを 採 用 し て い る 。　chair,
stool,　bench,　couch,　sofa,　setteeなど 必 要 な ら ばseatを 使 っ て 、*chair=seat
with　its　back　for　a　person,　stool=seat　without　its　back　or　arms,*bench=seat
for　a　number　of　persons　pecially　used　outside,*couch=bed-like　seat　with　its
back　and　arms,...など と 説 明 的 に 表 せ る 。
5.「 動 詞 」 の 排 除 　 BASIc　Englishには 「動詞」がなレ・。
BASIC　Englishは、3つ の 種 類 に 分 け ら れ て い る が 、 中 で も"operations"
(作用詞)の100語 は 、 他 の 語 を 互 い に 結 び つ け て 意 味 の あ る 関 係 を 構 成 す
る 機 能 語 と し て 、 最 も注 目 す べ き重 要 な 語 群 で あ る 。Richardsのこ と ば を
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借 りれば、
　　①BASIC　Englishの学習者 と教 師に とって非常 に手 のかか る語群 であ
　　　 る。
　　 ②BASIC　Englishが簡 潔 に成立 で きたの は"operations"のお 陰で あ る。
　　 ③"operations"の研 究 に よ り、　BASIC　Englishのみ な らず、　full　English
　　　 の言語構 造 につ いて も優 れ た洞 察力 を得 る こ とが で きる。
　　 ④言語 一般 の性 質、 内在 す る生産 的 な力 、そ してそ の 限界 につ いて、
　　　 多 くの こ とを学 ぶ こ とが で きる。
　 　 1.A.　Richards(1943}Basic　English　and　Its　Uses,　Kegan　Paul,　Trench,　Trubner&Co.,　Ltd.,
　 　 pp.24～25
　 さ らに、"operations"のな か で も、最初 の16語は普 通、動 詞 とい わ れ て
い る。 しか し、一般 的 に、動 詞が意 味 と表 現 の上 で分解 で きるの に比べ て、
これ らの16語が 人 間の基本 的 な動作 を表 し、分解 不 可能 であ る こ とか ら、
Ogdenは普 通 の 動 詞 と区 別 し、助 動 詞 のwillとmayを含 め て"operators"
と呼 んだ。即 ち、BASIC　Englishには 「動詞」が ない。以 下 に詳細 を示 す:
　 語 表 の 左 端 、comeか らtakeまで の 最 初 の10語 は 、 こ れ 以 上 縮 小 で き な
い 単 純 な 行 為 を 表 す 語 で あ る 。 こ の う ちseemだ け が 、 行 為 と い う よ り描
写 を 表 し て い て 、 少 し こ の 分 類 に そ ぐ わ な い が 、beと 相 補 う 関 係 で あ る
こ と を 考 え れ ば 理 解 しや す い 。 例 え ば 、We　seem　wise　and　good　perhaps;we
are　perhaps　foolish　and　bad.
　 い わ ゆ る 動 詞 と い う の は 、 こ れ ら の"operators"によ っ て 分 解 で き る 。
例 え ば 、enter=come　in,　meditate=give　thought　or　take　thought即ち 、"operators"
を 使 え ば 、他 の 動 詞 を 使 わ な く て 済 む の で あ る 。こ の 事 実 か ら 、BASIC　Eng-
lishには 動 詞 が な い と 言 う こ と が で き る 。
　 次 に 、be,　do,　haveは助 動 詞 と し て も 使 わ れ る 。
　 最 後 に 、say,　see,　sendは、 厳 密 に は 不 可 欠 な 語 で は な い 。 例 え ば 、　When
we　say　something,　we put　it　into　words.と言 え る し 、　When　we　see　something,
it　is　in　view　or　we　have　it　before　our　eyes.ま た 、　When　we　send　someone,　we
make　him　go.と言 え る 。 し か し 、 あ ま り に も 回 り く ど く て 、 ぎ こ ち な い こ
と か ら 、 実 用 性 を 考 慮 し て 語 表 に 入 れ て あ る 。
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　助 動詞 のwillは、英語 の動詞 に未来 形が ない か ら必要不可 欠 で あ り、may
は、 可能、 許可 、推量 、祈願 な ど数 多 くの使 い道が あ る。(lbid.25～28)
　 前 述 の よ うに、Ogdenは贅語 の整 理 で、一 番初 め に4,000の動 詞 を排 除
したが、16語のoperatorsは、空 間 にお ける方向(directions)や位置(posi-
tions)を表 す 方位 語(directives)と結 びつ け ば、文 脈 の 中 で4,000の動 詞
の役割 を果 たす こ とが で きる。
　 例 え ば、下 図の 中央 にoperatorのgoを入 れ、 そ の周 囲 を取 り巻 く方位
語(directives)と結 びつ け る と、外 側 にあ る127語の動 詞 に相 当す る。 当
然 の こ となが ら、語 それ 自体 に固有 の意 味 はな く、文脈 と周 囲 の状 況 に よ
って決 まるか ら、 これ以上 の相 当動 詞が存 在す るの は明 らかで あ る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀦
　　　　　　　　　　　　簾叢 驚 　纏
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　decamp　eclipseabscond`overweigk
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρ¢燐8
　 　 　 　 　 　 　 　 T.B.　Haber{1945)Handbook　of　Basic　English,　D.Appleton　Century　Co.,　p.119
6.語 彙 の拡 張
　 語 の基 本 的 な意 味(root　sense)を広 げ た り、 別 の もの に た とえ る こ と
を比喩 とい うが 、BASIC　Englishでは、特 に、　metaphor(メタファー 弔慧喩)を















































*Abranchは、木 の枝 、各枝 は 「分枝」であ る。 次 の絵 は、左 が 「枝 道」、
　 右 が 「支線 」。 これ らはそれぞ れ、木 の枝 か ら意味 が広が って い るので、
　 Expansion1(el)。次 は、銀 行 の 「支 店」。 これ は、広 が り方 の抽 象 度 が
　 やや高 い ので、Expansion2(e2)。最 後 は、数学 の算数 、幾何 、代数 の 「分
　 野」。 これ は更 に高 い抽象 度 なのでExpansion3(e3)にな る。
*Astepは、1歩 。次 は、脚 、手、腕 、足 の全部 が何度 動 い て も 「ダ ンス
　 の ス テ ップ」。 次 の絵 は、足 が 階段 を1段 上 が っ て い る。Astepは、 元
　 の意 味(root　sense)の「1歩」 で は な く、「1つ の 階段」 を意 味 す るの
　 で意味 が広が った か ら、Expansion1。
　 次 の下左 図 は、 「階段」 を積 む仕 事 を して い る の で、 同 じExpansion1。
そ の右 図は、1階 段 とい うわ けで はな く、"astep"は「1階段(少 しだ け)」
作 業が 進 ん だ とい う意 味で、 「1歩」、 「1つの 階段 」 よ り抽 象 度 が 上 が っ
て、Expansion2。次 の下右 図 で は、 階段 とは関係 ないが、左 よ り も家 の建
築 が 「少 しだけ」 進 ん だ とい う意 味 なので、 や は り、Expansion2。
　 次 の絵 で は、最 初、 犬 を追 い かけたが 、最後 は追 いか ける代 わ りに帽子
を投 げ る とい う 「手段 」 をとった。 従 っ て、 さ らに抽 象度 は高 くなって、
Expansion3になる。
　 この ように、 木の枝 →枝 道/支 線 →支 店→分 野、 そ して同様 に、1歩 →
階段 →1階 段 だ け/少 しだけ→手段 とい う ように、 「木 の枝 」 とか 「1歩」
とい う元 の意 味(root　sense)から比喩 的 に意 味が広 が ってい る。
　人は同 じ反応 を起 こさせる ものは同一である と感 じる。例 えば、春の柔
らかい風が快い感 じを起 こさせる場合 と、愛 らしい少女の柔 らかい手の感
じとが 同 じ場合、「春 は柔 らかい手 をしている」 とい う。 これがメ タフ ァ
ー を生む基本的過程である。
　 ところで、Richardsに拠 れ ば、用 い られ てい る語が 、伝達 す る主意(tenor)
と文 字通 りの伝達 手段(vehicle)としての二つ の概念(ideas)を持 ってい
れ ば メ タフ ァーで ある。例 えば、馬 の脚(the　leg　of　a　horse)と机 の脚(the
leg　of　a　table)を比 べ る と、馬 は脚 で歩 くこ とが で きるが、机 は脚 で 歩 か
ない。 しか し、立 つ こ とは双 方 が で きる。 この よ うな時、 「立 つ」 とい う
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共 通 の特 性が メ タフ ァーの根 拠 で あ る。
　 ただ、文字 通 りの用 法 とメ タフ ァー的 な用 法 との境 界 は、必 ず しもはっ
き りしな い こ とが あ る。例 えば、 「脚 」 とい う こ とば を文字 通 りに使 う こ
とがで きる もの に何 が あるか?　 馬や蜘 蛛 はた しか に文 字通 りに脚 を持 っ
て いるが、 チ ンパ ンジーの脚 は2脚 か4脚 か?　 ヒ トデの持 って い るのは
脚 か腕 か?　 ひ とが 義足 を着 けてい る とき、 それ は メ タフ ァー的 な脚 なの
か、文字 通 りの脚 なのか?こ れは、両 方で あ る と答 える よ りほか はな い、
とRichardsは言 って い る。
　 　　 　 1.A,.　Richards(1936)The　Philosophy　of　Rhetoric,　Oxford　University　Press,　pp.117-119
　 また ところで、前 出 の「春 は柔 らか い手 を してい る」は、文 字通 りの 「手 」
(vehicle)と、 春風 と少女 の手 との共通 の特性 、「柔 らかい快 さ」(tenor)の
二つ の概念 を持 ってい る。 メ タフ ァー であ る。
　 長い 間、 メ タフ ァー は言語 の飾 りで、 布 の縫 い取 りの よ うに、外観 は美
し くす るが、 その有用性 につ い て は何 も付 け加 えない と して、無視 され て
きた。 しか し、 メ タフ ァー は 日常 的 に どこにで も存在 す るこ とばの本 質 で
あ る。 そ うい えば今 の この話 、You　see?とい うseeもメ タ フ ァー で あ っ
た!
　思想、感情、虚構 な ど目に見 えない抽象 の世界を、具体的で身近なこと
ばに置 き換 えるメ タファーは、言語 の単 なる飾 りではな く、五感で感覚的
に意味が捉 え られる分か り易い表現であ り、 日常の情報伝達において、空
気の ようにimportantな存在である。
7.BASIC　 Englishから 作 ら れ る メ タ フ ァ ー
　 以 下 、a)～e)ま で は 、 相 沢 佳 子 著(1995)「 ベ ー シ ッ ク ・イ ン グ リ ッ
シ ュ 再 考 」(リ ー ベ ル 出 版,pp.192～193)か ら 引 用 。
a)具 体 物 で 抽 象 的 な こ と を 表 す
　 　 　 the　current　of　public　opinion(傾向),field　of　interest(分野),writing　with
　 　 　 fire(情熱),as　an　instrument(手段),root　of　the　trouble(根元),etc.
b)具 体 物 で 形 状 の..`似し た も の を 表 す







身 体 部 位 で 物 の 部 分 を 表 す
an　arm　of　a　machine,　a　body　of　men(一 団),　an　eye　of　a　needle,　the
mouth　of　the　river,　the　neck　of　a　bottle,　etc.
物 理 的 動 き 、 特 に 身 体 動 作 で 抽 象 的 な 状 態 、 動 作 を 表 す
give　a　blow(ショック),afall　from　power,　have　a　good　grip　of(理解),a
man　with　a　push(やる気が あ る),make　a　slip(誤り),etc.




　 以上 は、名詞 につ い ての例 で あ るが、他 に、形 容詞 、方 位詞 、動 詞 の例 、
そ して更 に、統 語上 の メ タフ ァー につ い ての例 も挙 げ られて い る。 なお、
上 に挙 げた各例 の後尾 にあ る"etc."は、 それ以外 に も例 語句 が 引 き続 い て
記 載 されて い るこ とを示す。
　 なお、 この本 は、現 在、 日本 で 出版 され てい るBASIC　Englishにつ い て
の最 も詳細 な理 論書 であ り、 ア カデ ミックな よ もや ま話 も挿入 され た楽 し
い読 み物 で もあ る。
8.H.　 E.　PalmerのSimple　EnglishとBASIC　English




























　　PalmerのSimple　Englishの英 文 は難語句 と思 わ れる もの を同義語 、 あ るい
は、 それ に近 い平易 な語句 で置 き換 えて い るか ら、初学 習者 に も読 みやす
い。 また、原 文の文体 、文脈 にお ける語 句 の意味 な どはで きるだ け残 る よ
うに配慮 されて い る。従 って、 単語数 を徐 々 に増 や しなが ら、英 文 に慣 れ
親 しむに は好適 な語彙 で あ る と言 える。
　　OgdenのBASIC　Englishでは、訳 者 は原 文 の 内容 を 自分 の脳 内 でrefer-
enceして、新 た に再 表現 してい る。即 ち、訳 者 が 自分 の過去 の経 験 ・知 識
を使 って、 抽 象度 の高 い語 や、 込み入 った箇所 をBASIC　Englishで分解 し、
その語句 のReferentを具体 的 にイメー ジ して か ら書 いて い る。従 っ て、読
者 は 自分 の脳 内 にイ メー ジ し易 く、内容 を明瞭 に理解 で きる。これは、BA-
SIC　English自体 が 内容分析 に適 した語 彙 であ るか らで きる ことで あ る。
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9.「 北 風 と 太 陽 」in　BASIC　English
　　　　　　　北風 と太陽
ある日、北風 と太陽がいいあ らそってい ました。
「あそ こにいるたびびとの服 をぬがせたほうがかちだ。」














　 上記 の話 は 中学生 で も、 そ の場 の状 況 をイ メー ジ しなが ら、 い ろい ろな
角度 か ら、手持 ちの英語 で楽 し く書 け る。文 章 の内容 は、読者 そ れぞれが
自分 の過 去 の経 験 を元 に理解 す るの で、 いろい ろ なこ とばで言 い換 え られ
る。 この一 つ の寓話 に対 す る訳 者 の理解 も様 々であ り、翻 訳文 も多 岐 にわ
た る。室 　勝(～1992)は 、茶 会 の心 得 「一期 一 会」 を46通りのBASIC
Englishで書 き表 してい る。(lbid.252-254)
　 ところで、 文章 の 内容理解 が__,.人ひ と りの経験 に よるの と同様 に、 美 は
作 品 に内在せ ず、視 聴者 ・鑑賞者 ・読者 の側 の経、験 に よる とい うRichards
























































お わ りに_ひ と言をい くつか。
*優 れ た英 語 の授 業 とか けて、 落語 のperformanceと解 く。 そ の 心 は、
　　少 しの道 具 で イメー ジ湧 かす。 落語 は、 扇子(センス)と手拭 い だけで、
　　聴衆 のイ メー ジを掻 き立 て る。授 業 も同 じ。少 ない教 具 を巧 み に使 っ
　　て わか らせ る。 わか る とは、seeする こ と。脳 内 にイ メ ー ジ(pictures
　　in　the　mind)できるこ とであ る。
*　 私 は、 こ とば とイメー ジで考 え る。周 囲 は意 味 の闇で あ る。 こ とばは
　　意 味 のス ポ ッ ト ・ライ ト。 当 た った ところに意味、発 生 。手持 ちの こ
　　とば で考 えて、闇か ら意 味 を切 り取 ろ う。切 れ味優 れ た こ とばの懐刀
　　(かたな)、いつ も磨 いて持 ち歩 こ う。 は じめに こ とば(BASIC)ありき。
*　 私 の授業 、 「セ マ ンテ ィ ック」(Semantic　Reading):本文読 んだ ら顔 を
　　あげ て、 文字 を離 れて イメー ジ し、左脳 の作 業 を右脳 に移 す。 バ ラ ン
　　ス取 れ た状 態 で、発 話 のア イデ ィア呼 び起 こす。
*1.A.　RichardsがC.　Gibsonと、 「初 期 言 語 指 導 の 原 則」 に則 っ て、作
　　っ た本 がETP(ENGLISH　THROUGH　PICTURES,　BOOK　I-1π)。そ の教 授 法 が 、
　　GDM(G・aded　Di・ect　M・ h・d)。1952年、 ハ ーバ ー ド帰 国の吉 澤 美 穂(1911
　　～1981)が普及 に努 め、今 も根 強 く、 「基本 」 を支 えて活 きて いる。
*　 GDMの 特 性 は、　The　Teaching　of　English　in　Japan(英潮社)で 、他 の教
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　　　　　　　　　 〈言語 と脳の関係 〉(五+音順)
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片 桐 ユ ズ ル(2002)「意 味 の意 味 見 て 分 か る 意 味 論 の 基 礎 とBASIC　Eng-
lish」京 都 修 学 社
　　　 (2003)「BASICをつ か い こ な す 　 EPのメ タ言 語:語 彙 力 の 強 め 方 」
GDM　 News　Bulletin,　No.55,　June
　 　　 (2005)「『実 践 批 評 』 の 意 味 の4分 法:も の そ の も の と 向 か い あ う 英




升 川 　 潔(1975)「 言 語 理 論 の 生 か し 方 」 開 隆 堂
室 　 勝(1969)「 意 味 論 に お け る 三 本 の 柱 」GDM英 語 教 授 法 研 究 会
　 　　 (1972)Basic　English　as　a　Sorting　Machine,　GDM英 語 教 授 法 研 究 会

















吉 澤 美 穂(1965)「 絵 を 使 っ た 文 型 練 習 」 大 修 館 書 店
　 　　 (1981)「教 科 書 を 使 い こ な す 工 夫 」 大 修 館 書 店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈その他 〉
*　福田誠治(2006)「競争やめた ら学力世界一
　　 日新 聞社
ブインラン ド教育の成功」朝
　　81一
